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2.5 おわりに                         
 
循環型社会の推進には、マテリアル・リサイクルを
進めることは当然として、これができないものを活用
するサーマル・リサイクルの確立も図っていく必要が
ある。サーマル・リサイクルをさらに進めるためには、
制度的な取り組みを進めるとともに、基盤としての技
術要素を確立させることが焦眉の急である。 
ガス化溶融炉をはじめとするサーマル・リサイクル
のキー・テクノロジーについては、廃熱利用で省エネ
ルギーを行う大きな役割が課せられており、環境影響
を抑えつつ廃熱の有効利用を図る研究開発を着実に
進める必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
